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三菱電機はOrFtttn ιl争議を解決世よ
す
べ
て
の
争
議
の
早
期
全
面
解

決
を
―
裁
判
所

・
労
働
委
員
会

は
公
正
な
判
断
を
お
こ
な
え
！

不
合
理
な
解
雇

・
雇
止
め
を
な

く
そ
う
！
憲
法
を
職
場
と
く
ら

し
に
活
か
そ
う
―
の
ス
ロ
ー
ガ

ン
を
掲
げ
て
１
２

ｏ
ｌ
全
労
連

・

東
京
地
評
争
議
支
援
総
行
動
が
、

‐２
月
１
日

（本
）

の
早
朝
か
ら

夕
方
ま
で
東
京
都
内

で
行
わ
れ

ま
し
た
。

・９
争
議
団

・
労
働
組
合
が
関

係
各
社
、
東
京
都
労
働
委
員
会
、

中
央
労
働
委
員
会
、
東
京
地
裁
、

厚
生
労
働
省
に
要
請
行
動
や
申

し
入
れ
を
行
な
い
ま
し
た
。

三
菱
電
機
は

話
し
合
い
の
テ
ー
ブ
ル
に
つ
け

９
時
３０
分
か
ら
の
三
菱
電
機
本

社
前

の
社
前
行
動
に
は
、
約

５０

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

主
催
あ

い
さ

つ
を
行

っ
た
全

労
連

の
齊
藤
辰
巳
常
任
幹
事
は

「
派
遣
切
り
争
議
は
名
古
屋
高

裁
で
偽
装
請
負
違
反
、
派
遣
法

違
反
と
認
定
さ
れ
た
が
、
１３
年

間
経

っ
て
も
、
当
事
者

へ
の
謝

罪
が
行
わ
れ
て
い
な

い
。
三
菱

電
機
は
企
業

の
社
会
的
責
任
を

果
た
し
て
、
争
議
者
と
む
き
あ

っ

て
謝
罪
を
行
え
。
本
行
動

で
変

化
を

つ
く
り
だ
し
た
い
」
と
訴

え
ま
し
た
。

連
帯
あ
い
さ

つ
で
、
電
機

・

情
報

ユ
ニ
オ

ン
の
米
田
徳
治
中

央
執
行
委
員
長
は
、
三
菱
電
機

が
４０
年
間
に
も
わ
た
り
検
査
不

正
が
続
き
、
過
労
死
や
パ
ワ

ハ

ラ
自
殺
が
相
次
ぐ
な
ど
深
刻
な

状
況
で
あ
る
こ
と
、
株
主
総
会

で
労
務
問
題
が
議
題
に
な

っ
て

い
る

こ
と
、
鎌
倉

工
場

で

の

「
監
禁
部
屋
」
や
女
子
ト
イ
レ

の
監
視
カ
メ
ラ
に
よ
る
記
録

の

異
常
な
人
権
侵
害
が
明
ら
か
に

な

っ
た
こ
と
を
報
告
し
、
　
ョ
一

菱
電
機
と
の
団
体
交
渉
を
名
古

屋
製
作
所

の
パ
ワ

ハ
ラ
問
題
と

鎌
倉

工
場

の

『
監
禁
部
屋
』
問

題

の
２
件
行

っ
て
い
る
の
で
、

異
常
な
労
使
関
係
を
正
し
て
い

き
た

い
。
派
遣
切
り
争
議
は
、

日
中
さ
ん
に

一
刻
も
早
く
謝
罪

し
て
解
決
せ
よ
」
と
訴
え
ま
し

た
。愛
労
連

の
林
達
也
副
議
長
は

「
三
菱
電
機
は
職
場
風
土
を
改

革
す
る
こ
と
を
社
内
外
に
宣
言

し
て
い
る
が
、
派
遣
切
り
争
議

の
解
決
な
し
で
は
た
ん
な
る
宣

言
だ
け
に
す
ぎ
な

い
。
田
中
さ

ん
と
話
し
合

い
を
行

い
、
解
決

を
は
か
れ
」
と

訴
え
ま
し
た
。

決
意
表
明
に

立

つ
た
三
菱
電

機
派
遣
切
り
を

許
さ
ず
争
議
を

勝
た
せ
る
会

の

本
田
直
子
事
務

局
長
は

「
三
菱

電
機
が
２
０
０

９
年
に
行

っ
た

大
量
の
派
遣
切

り
は
、
裁
判
長

も

『
身
勝
手
も

甚
だ
し
い
』
と

命
じ
た
。
株
主

総
会
で
も
、
増

日
常
務
は

『
労

務
問
題
は
優
先

課
題
と
考
え
て

い
る
。
真
摯
に

向
き
合
う
』
と
回
答
し
た
。
今
、

三
菱
電
機
が
取
り
組
ん
で
い
る

職
場
風
土
改
革

の
本
気
度
が
試

さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
第

１
に
派

遣
切
り
争
議

の
解
決
を
は
か
る

べ
き
だ
」
と
訴
え
ま
し
た
。

社
前
行
動
が
終
了
後
、
愛
知

支
部

の
成
木
彦
朗
委
員
長
ら
７

人

の
要
請
団
は
、
三
菱
電
機

の

社
内
会
議
室
で
、
派
遣
切
り
争

議
で
の
団
体
交
渉
と
田
中
さ
ん

へ
の
謝
罪
、
名
古
屋
製
作
所
で

の
パ
ワ

ハ
ラ
問
題

の
解
決
、
鎌

倉

工
場

の
監
禁
部
屋
に

つ
い
て

要
請
し
ま
し
た
。

決意を訴える

本田直子事務局長

12月 1日 (木)三菱電機本社前での要請行動

第 135号 の 紹 介
1面 三菱電機は派遣切り争議を解決せよ
2面 愛知支部 第8回定期大会を開催
米田委員長メッセージ109

3面 茨城支部 第10固定期大会を開催
大阪支部 第8固定期大会を開催

4面 誰もが10%以上の賃上げを
交流のひろば、告知板、あとがき
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議
論

こ
交
流

を
深

め
た
愛
知
支
部
第
８

口
定
期
大
会

愛
知
支
部
は
■
月
５
日

（土
）
、

第
８
回
の
支
部
定
期
大
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
　

′

成
木
彦
朗
委
員
長

の
冒
頭
あ

い
さ

つ
の
後
、
愛
労
連
の
加
藤

健
二
副
議
長
、
三
菱
電
機
派
遣

切
り
争
議
を
勝
た
せ
る
会

の
本

田
直
子
事
務
局
長
か
ら
連
帯
あ

い
さ

つ
を
受
け
、
大
木

一
訓
先

生
と
北
勢
労
連

の
メ
ッ
セ
ー
ジ

が
司
会
か
ら
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
藤
崎
俊
子
書
記
長

が
‐４
頁
に
わ
た
る
議
案
か
ら
ア

ン
ケ
ー
ト
配
布
、
三
菱
電
機
や

東
芝
テ

ッ
ク
Ｓ
Ｓ
、
ヒ

ュ
ー

マ

ン
ト
ラ
ス
ト
と
の
団
体
交
渉
、

労
働
局
要
請
、
三
菱
電
機
株
主

総
会

へ
の
取
り
組
み
、
フ

エ
ー

ス
ブ

ツ
ク
の
取
り
組
み
な
ど
多

岐
に
わ
た
る
活
動
と
今
後

の
方

針
を
報
告
し
、
新
田
会
計
か
ら

支
部
財
政

の
決
算
と
予
算
が
提

案
さ
れ
ま
し
た
。

討
論
で
は
、
　
〓
一重

の
北
勢

労
連
に
電
機

・
情
報

ユ
ニ
オ
ン

の
活
動
を
紹
介
し
、
地
域
労
連

も
活
性
化
、　
雀
フ
ス
メ
ン
ト
ビ

ラ
に
繋
が

っ
た
」
と
Ｈ
さ
ん
。

「外
回
り
の
作
業
に
さ
せ
な

い
と
い
う
差
別
を
受
け
て
い
る
。

来
年

の
４
月
に
ま
た
出
向
さ
せ

る
気
で
い
る
の
は
な

い
か
と
不

安
、
１２
月
ま
で
様
子
を
見
て
団

交
も
行
い
た
い
」
と
Ｓ
さ
ん
。

パ
ナ
ソ

ニ
ッ
ク
Ｏ
Ｂ
の
Ｔ
さ

ん
は
２０
時
間
に
お
よ
ぶ
ガ
ン
の

手
術
後
、
リ

ハ
ビ
リ
を
続
け
な

が
ら
、
今

で
は
リ

ハ
ビ
リ
を
兼

ね
て
毎
日
、
反
核
署
名
に
取
り

組
み
、
月
に
２
０
０
筆
を
集
め

に
回

っ
て
い
る
と
感
動
的
な
報

告
。
後
輩

の
現
職

の
労
働
者
が

「今
は
困

っ
て
い
る
こ
と
を
組

合
に
言
え
な
い
と
嘆
い
て
い
る
」

と
語
り
ま
し
た
。

こ
れ
を
受
け
て

「会
社
と
た

た
か

つ
て
も
自
分
が
負
け
て
し

ま
う
」

「
モ
ノ
を
い
う
人
た
ち

が
追

い
や
ら
れ
て
い
く
」
と
Ｎ

さ
ん
が
発
言
し
、
既
存

の
労
働

組
合

の
無
力
化
と

ユ
ニ
オ
ン
が

職
場
の
自
由
と
民
主
主
義
を
掲

げ
、
た
た
か

つ
て
い
る
こ
と
を

伝
え
る
こ
と
の
重
要
性
を
皆
で

話
し
合

い
、
参
加
し
た
現
職

の

組
合
員
が
仲
間
を
増
や
す
こ
と

が
重
要
と
議
論
。

閉
会
後

の
交
流
会
も
含
め
て

議
論
と
交
流
を
深
め
、
た
た
か

い
の
成
果
と
今
後
の
取
組
み
を

共
有
し
ま
し
た
。

（愛
知
支
部
委
員
長

成
木

彦
朗
）
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企
業
に
人
権
尊
重
の
責
任
を
果
た
さ
世
る
た
め
に

職
場
で
人
権
テ

ュ
ー

・
テ
ィ
リ
ジ

ェ
ン
ス
の
実
施
を
求
め
よ
う

米
田
委
員
長
メ

ッ
セ
ー
ジ

要
で
あ
る
こ
と
を
図
解
入
り
（下

図
）
で
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
内
容
は
、
①
人
権
侵
害

を
特
定
す
る
。
ｌ
②
人
権
侵
害

を
防
止

・
解
消
を
実
施
す
る
。

こ
③
人
権
侵
害

の
防
止
策
が
効

果
が
あ

っ
た
か
を
検
証

・
評
価

す
る
。
こ
④
人
権
侵
害
解
消
の

取
組
と
そ
の
進
捗
結
果
を
外
部

に
開
示
す
る
。
で
す
。

こ
の
サ
イ
ク
ル
の
プ

ロ
セ
ス

を

「何
回
で
も
繰
り
返
し
」
行

Ｈ
月
２５
日
、
参
議
員
会
館
で

経
済
産
業
省

へ
の
レ
ク
チ
ャ
ー

を
行
い
ま
し
た
。

内
容
は
、
日
本
政
府
が
９
月

‐３
日
に
発
行
し
た

「責
任
あ
る

サ
プ
ラ
イ
チ

ェ
ー
ン
等
に
お
け

る
人
権
尊
重

の
た
め
の
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
」
の
取
組
を
求
め
た
の

に
関
連
し
、
経
産
省
担
当
者
は

「企
業
が
人
権
尊
重
の
責
任
を

果
た
す
た
め
」
に

「人
権
デ

ュ
ｌ

ｏ

デ
リ
ジ

エ
ン
ス
」
の
実
施
が
必

109

う
こ
と
に
よ

っ
て
、
人
権
侵
害

を
解
消
す
る

・
是
正
す
る
こ
と

が
で
き
る
と
い
う
も
の
で
す
。

今
、
職
場
で
は
、

「ジ

ョ
ブ

型
雇
用
」

「ジ

ョ
ブ
型

マ
ネ
ー

ジ
メ
ン
ト
」
な
ど
と
新
た
な
労

務
管
理
が
導
入

・
計
画
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
自
己
責
任
だ
け
が

追
求
さ
れ
る
も
の
で
、
職
場
で

は
人
権
侵
害
が
発
生
し
ま
す
。

今
後

の
運
動
で
職
場

の
人
権

侵
害
に
対
し
て
、
日
本
政
府
も

後
押
し
す
る

「人
権
デ

ュ
ー

・

デ
イ
リ
ジ

エ
ン
ス
を
実
施
せ
よ
」

の
声
を
あ
げ
る
こ
と
が
重
要
に

な

つ
て
い
ま
す
。


